町で 人間 どもの 面相な ど 見て いたって、 腹の タシ にな 

ら ない。 

山に いると、 来の 飯 はめった に 食えない。 しかし 城 

下の 町人 ども は、 米の 飯 を 食わない ことに は 馴れて い 

る。 貧乏 大工の 悴の彼 は、 来の 飯 を 食わない ことに 

は 馴れて いた。 タラ フク 食えば タク サン だ。 

山に いると、 食う もの は算 えきれ ない。 キ ノコ、 山 

の 芋、 ヮ ラビ、 ゼン マイ、 木の実 等々。 しかし、 彼 は 

動物性 食物 をより 多く 好む。 蛇 は 特に 好物の 一 つで あ 

る。 蟬、 トンボ、 ゲン ゴロ ゥ (水虫) など も 不時の ォ 

ャッ として、 いける。 赤蛙が、 また、 うまい。 ムジナ 



の ムス ビを くった。 そして、 心底から 嘆声 を もらした _ 

「ミ ソ漬の ムス ビは、 うまい な ァ！」 

カメの 離山の 決心 は、 これで どうやら、 ついたら し 

い。 しかし、 カメ は、 もう 一 つ、 条件 を だした。 

「ォレ にョメ くれる か。 ョメ くれる と、 町に 住んで 

やっても いいと 思うな」 

なるほど カメ も 二十 五六に はなって いる はず だ。 生 

れついての バカ でも、 ョメは 欲しかろう。 多 茂 平 は 粋 

な 男 だから、 カメの 飽 くこと もない 大食に くらべれば 

この 方に は 親身な 同情が もてる。 

「お前 はよ いとこへ 気がついた。 ョメ はいい もの だ。 



一 J び さ 

お前の 着物 もぬ つて くれる し、 お前が 木 挽の 仕事に つ 

かれて 帰って くると、 ちゃんと ゴ ハンの 支度が できて 

いて、 つかれた 肩 を もんで くれるな ァ。 ョメは 山の 人 

に は 来て くれないから、 お前 はどうしても 町に 住まね 

ばいかん わい」 

約束 をむ すんで、 山 を 降りた。 バ 力に マチ ガイ を さ 

せない のに は、 ョメを もたせる に 限る から、 多 茂 平 も 

熱心に さがして、 ちょうど 運よく、 ほかの 男 は ョメに 

もらって くれそう もない 売れ残りの 下女が いたから、 

お前 カメの ョメ になる か、 ときく と、 大 そう よろこん 

でニッ 返事であった。 



「ォ ー ィ」 

「ァ レ？， - 

「ォ ー ィ」 

「ァ レ。 カメが 生きて やが る。 ォ— ィ。 お前、 生きて 

るか」 

「生きて るぞ」 

「ゥ ー ン。 運の いい 野郎 だな ァ。 この 深い 井戸へ とび 

こんで、 二度 も 生きて やが る。 バ 力の 身体と いう もの 

は 特別な もの だ。 しかし、 これで 井戸が え をせ ずに、 

助かった。 ャ ー ィ、 怪我 はない か」 

「怪我 はない ぞ」 



見えない という 都合の 良い 出来で はない。 いかほどの 

名人が やっても、 鼻と 一し よに ォデコ かァゴ か、 どつ 

ちかで る。 カメ は出ッ 歯で あるから、 鼻と 一し よに 

出ッ 歯が でる。 鼻の 孔 よりも 出ッ 歯の 方が 上に でる か 

ら、 口で チュウ /\ 息をした 方が よい。 

そこで カメ は 浮き あがる と 芋の 葉 を チヨ ィと 水平に 

かざして、 葉 ツバの 裏へ 口 を 吸いつ けて、 チュウく 

息 を 吸う。 

「オイ。 見ろ、 見ろ。 芋の 葉 ツバが 沈んだ ぞ。 どうも 

怪しい と 思って いたわい。 芋の 葉 ツバに 限って、 時々、 

方々 に 流れて いるの が 変 だな、 と 思って いたの だ。 力 
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